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第２章 出水市

第１節 被害の状況

１ 経過

梅雨前線の南下とともに，7月21日午後から時折時間雨量20㎜～40㎜の強い雨が降っ

た後，翌22日は早朝からさらに激しい雨に見舞われ，市内ではがけ崩れや低地での浸水

等が発生，午前7時30分災害警戒本部，午前8時に災害対策本部を設置，午前9時30分に

避難所を開設したが，午前9時40分米之津川の水位が危険水位を突破したことから，午

前9時45分米之津川流域の10自治会に避難勧告を発令し，防災行政無線等により避難を

呼びかけた。

その後も降り続く大雨により，午前11時前春日橋付近等から溢水したため，さらに下

流域の3自治会に避難勧告を発令した。

激しい雨は夕方まで続いたが，午後4時頃には市街地の水が引き始め，その後警戒水

位を下回ったことから，午後8時米之津川流域に発令していた避難勧告を解除した。

その後小康状態だった雨は，梅雨前線の北上とともに翌23日未明過ぎから雨足が強ま

り，午前5時頃から再び激しい雨となり，水位が上昇して危険水位を突破したため，午

前6時30分，流域住民に対し再度避難勧告を発令，午前7時過ぎ再び溢水し市街地は浸水

したが，午前9時以降雨は急に止み，その後警戒水位を下回ったため，午前11時10分避

難勧告を解除した。

今回の大雨では，市内で時間雨量78㎜を記録し，また長時間豪雨が続いたことから，

22日の日雨量は400㎜，23日は正午までの半日で200㎜をそれぞれ超えるという記録的な

大雨となり，米之津川流域以外の土砂崩れや河川の決壊のおそれがある地区に対する避

難勧告も発令した。

今回の大雨により，米之津川流域沿いの市街地では1,000棟を超える住家や店舗等が2

度浸水するという未曾有の被害となり，さらに上流域の住家の全壊や田畑の流失，小学

校校舎への濁流の流入，山間部においては，がけ崩れによる住家等の全壊，道路の陥没

など市内の至る所で災害が発生したが，消防，消防団，自主防災組織や自治会，県警察

等による懸命な救助，救出活動等が行われ，幸いにして人的被害はなかった。

２ 被害の状況

（１）人的被害 なし

（２）住家被害

全壊 3棟 半壊 442棟

床上浸水 8棟 床下浸水 623棟

（３）その他の被害

土木関係 8億1,300万円

農林関係 7億6,140万円

商工関係 17億2,265万円

文教施設 6,140万円

その他施設 5,660万円

計 34億1,245万円
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第２節 災害応急対策

今回の大雨により，市街地を中心に広範囲にわたっての浸水被害，山間部では土砂災害

等が発生したことから，被災状況の調査とともに，早急な対策として，感染症予防のため

浸水地域の消毒作業や災害ごみの収集を実施し，被災者の不安解消，復旧への支援を図っ

た。

また，高校生を始めとする多くの方々のボランティア活動により，被災地の後片付け等

が行われたほか，全国から義援金，義援物資が多数寄せられ，多くの人の善意が復旧への

大きな支援，励ましとなった。

１ 被害状況の調査

市街地から水が引き雨も止んだ23日午後から，被害状況を把握するため，災害調査員

による調査を実施した。また税務課においては，被災世帯の減免を行うため，浸水地域

の全棟調査を行った。

なお，住家の被害認定については，市建築士会に依頼して調査を実施した。

２ 避難所の設置状況

， ，災害の発生に備え 市内の全域に避難所を開設して自主避難を呼びかけたところだが

避難勧告の発令により，避難者は最大で1,000人を超える状況となり，一部の避難所で

は大幅に収容人員を超え，2日にわたり大変混乱した事態となった。

３ 感染症予防対策

水が引いた後の23日夕方から浸水地域の消毒作業を開始し，地区ごとに屋外，屋内の

消毒作業を実施し，8月11日まで延べ作業人員223人により，塩化べルザルコニウム液，

クレゾール石鹸液，消石灰による薬剤散布を行い，感染症予防対策に万全を尽くした。

４ ごみ処理関係

災害ごみの集積場所として3箇所を指定し，災害ごみの搬入の受入れや市建友会等の

協力を得て戸別収集を行い，約1,750tのごみが集められ，焼却，埋立て，リサイクルに

よる処分を行った。

５ 住宅の確保

豪雨災害により被災され居住できる家がない29世帯については，市営住宅，県営住宅

等に入居された。

６ 文教対策

被災をした小学生24人，中学生10人，高校生７人に対し，教科書，教材，文具等の給

与を行った。
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７ 救援措置

（１）災害見舞金

市では，災害からの早期復旧と日常生活の安定等の一助としてもらうため，新たに今

回の豪雨災害に係る見舞金の支給等に関する要綱を制定し，住家の全壊，半壊，床上浸

水世帯に10万円，店舗等の全壊，半壊，床上浸水に5万円を支給した。

（２）義援物資，義援金

全国各地から寄せられた義援物資は121件，義援金は938件に達し，被災者にとって大

きな励みとなった。

（３）税等の減免措置

被災により担税能力を著しく喪失したと認める納税者に対しては，税の減免措置や徴

収猶予，納期の延長を行った。

， ， ， 。また 保育料の減免 上・下水道使用料の免除等を行い 被災者の負担軽減を図った
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警戒避難期における主な対応内容

日付 時間 実際に実施した対策 関係課

7/20 20:50 大雨・洪水警報発表による情報連絡体制 総務課

7/22 7:30 災害警戒本部設置

8:00 災害対策本部設置

8:30 災害対策本部会議

9:30 避難所開設（25箇所）

9:45 避難勧告発令

（出水・東出水地区の一部 1,548世帯 3,252人）

10:00 災害対策本部会議

11:10 避難勧告発令（六月田地区 209世帯 478人）

11:30 災害対策本部会議

12:10 避難勧告発令（東辺田・西辺田地区 92世帯 234人）

12:30 災害対策本部会議

13:30 災害対策本部会議

14:35 避難勧告発令（屋地地区 102世帯 252人）

15:30 災害対策本部会議

17:00 災害対策本部会議

18:30 災害対策本部会議

20:00 災害対策本部会議

20:00 避難勧告解除（出水・東出水地区の一部，六月田地区）

21:15 災害対策本部会議

7/23 6:30 避難勧告発令（出水・東出水地区の一部，六月田地区）

8:25 災害対策本部会議

10:00 災害対策本部会議

11:10 避難勧告解除（出水・東出水地区の一部，六月田地区）

13:00 災害対策本部会議

14:05 災害調査員による調査

被災地区全棟調査開始 税務課

16:00 災害対策本部会議

避難勧告解除（屋地地区）

17:00 避難勧告解除（東辺田・西辺田地区）

8/19 住家被害認定調査開始 建築住宅課
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事態安定期における主な対応内容

日付 実際に実施した対策 関係課

7/23 被災地の消毒開始 保健環境課

7/24 災害粗大ごみの受付開始（３箇所） 保健環境課

ボランティアセンター開設 社会福祉協議会

7/26 被災地域連絡員の配備

7/27 義援物資の配布開始 介護保険課

7/28 特別健康相談窓口開設（５箇所） 保健センターほか

7/29 公営住宅等入居抽選会 建築住宅課

8/29 災害見舞金の支給 社会福祉課

10/20 義援金配分委員会 社会福祉課
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時避難を行った。

(8) 日用品の配付

7月29日に，全壊，半壊，浸水等の被害を受けた世帯に対し，毛布，医療品等の日用

品を配付した。

(9) 学用品の給与

半壊，浸水を受け被災した小学生6名，中学生5名，高校生2名に対し教科書，文房具

等の学用品を給与した。

(10)救護措置

ア 災害弔慰金，災害見舞金

イ 災害援護資金

被災者に対し，半壊世帯を対象に100万円から最高170万円まで1世帯170万円の災

害援護資金を貸し付けた。

ウ 市税の減免措置等

被災により担税能力を著しくも喪失したと認められる納税者に対しては，市税の

期限延長を図るとともに徴収猶予，減免措置を行った。

エ 国民年金保険料の免除

被災者のうち，保険料の納付困難な者に対し免除措置を行った。

オ 住民票等の窓口取扱手数料の免除

被災者のうち，住民票や所得証明書などの災害に関する諸証明等の手数料の免除

措置を行った。

(11)災害義援金，援助物資等

災害直後から，全国各地から義援金や救援物資が送られてきたことは，被災者に対

して大きな励ましとなった。なお，義援金は1月10日現在17,291,064円，救援物資も

全国各地の企業，行政から68件届けられた。
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警戒避難期における主な対応内容

日付 時間 実際に実施した対策 関係課

7/20 20:30 災害警戒本部の設置 総務課

7/22 9:30 災害対策本部に切替

災害対策本会議の開催

被害の軽減に向けて，各部最善の努力を尽くすよう

市長が指示

10:00 全職員招集

10:30 避難勧告発令（平原）

10:38 〃 （西本町・西水流の一部）

10:42 〃 （大島南・原田・水ノ手の一部）

10:45 〃 （下殿・堂崎・金波田上下）

10:59 市内主要道路の交通規制を開始 建設課

11:05 〃 （井出原・馬場） 総務課

11:20 〃 （高野・土瀬戸の一部・国ノ十 ））

11:45 〃 （牛尾）

12:30 〃 （曽木地区）

12:45 〃 （石井）

12:50 〃 （平出水地区）

12:58 〃 （青木地区の一部）

15:20 〃 （水ノ手・千束松）

消防本部・消防団7/22 12:11 高津原地区冠水孤立者ボート救助開始

7/23 1:46 市内全域冠水孤立者救助終了

7/23 14:00 一部地域一時帰宅 総務課

曽木小学校避難所に現地対策本部設置

7/24 10:30 避難勧告解除 総務課

7/27 8:30 曽木地区現地対策本部閉鎖 総務課

8/6 曽木小学校避難所閉鎖 福祉事務所

8/16 12:00 災害対策本部廃止
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事態安定期における主な対応内容

日付 実際に実施した対策 関係課

7/21 自主避難及び避難所開設 総務課

7/22 避難者の健康チェック（医師会・市保健師） 保健介護課

福祉事務所

炊き出しを実施し避難所に配付（8月6日まで） 保健介護課

7/23 災害援助物資の要請 保健介護課

福祉事務所

浸水地区へ給水開始 水道課

避難所へ保健師派遣 保健介護課

7/24 防疫活動開始 市民生活課

災害ごみ収集開始 〃

7/25 ボランティアセンター設置 福祉事務所

保健師による被災者健康チェック第１次（31日まで） 保健介護課

7/29 災害支援物資配付 福祉事務所

8/29 保健師による被災者健康チェック第２次（９月25日まで） 保健介護課

9/7 第２次防疫活動（えひめＡＩー１） 市民生活課

12/13 保健師による被災者健康チェック第３次（1月15日現在継続中） 保健介護課
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第３節 災害復旧・復興

被害状況の調査確認と並行して，市は直ちに復旧事業に着手し，7月26日には市長専決

処分を行い，近隣市町と議会が一体となり国・県への陳情・要望活動を展開した。

また，8月9日と23日の臨時市議会，9月定例会，12月定例会ではそれぞれ災害復旧のた

めの補正予算を組み鋭意復旧に当たっている。

復旧工事に際しては8月29日より12月1日まで，鹿児島・伊集院・加世田の各耕地事務所

より応援人数19名，延べ140日間の県技術職員の協力のもと，測量設計業務に取り組んだ

ほか，市職員を増員して積算等を行い12月14日に国・県の査定を終えた。

幸いにして今災害が広域激甚災害の指定を，また，川内川においては，激特事業の指定

を受けるなど，市街復旧事業の進捗を期すべく積極的に取り組んでいる。
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災害復旧・復興における主な対応内容

日付 実際に実施した対策 関係課

9/13 激甚災害指定 建設課

10/4 激特採択

土木関係

第３次査定 ９月19日～22日

第４次査定 10月16日～20日

第５次査定 23日～27日

第７次査定 12月 ４日～８日

耕地関係

第５次査定 10月16日～20日

第６次査定 10月23日～27日

第７次査定 11月 6日～10日

第８次査定 11月13日～17日

第９次査定 11月27日～12月１日

第10次査定 12月 4日～8日

第11次査定 12月11日～15日

8/16 被災住宅応急修理着工（31戸） 福祉事務所

8/21 被災住宅応急修理着工（39戸）

8/25 被災住宅応急修理着工（10戸）

8/30 被災住宅応急修理竣工（31戸）

8/31 被災住宅応急修理着工（ 1戸）

9/4 被災住宅応急修理竣工（10戸）

9/5 被災住宅応急修理着工（17戸）

9/11 被災住宅応急修理竣工（31戸）

9/15 被災住宅応急修理竣工（９戸）

9/29 被災住宅応急修理竣工（17戸）




